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　タンパク質間の結合解析に酵母のツー

ハイブリッド法を用いたり、目的タンパ

ク質の発現に酵母を宿主に用いる酵

母家以外の研究者が増えている。真

核生物で最も扱いやすいモデル生物

である酵母は、実験材料としての幅を

広げ、分子生物学時代のファージや

大腸菌の役目を、ゲノム時代には酵

母が担う勢いである。酵母の価値は

その遺伝子操作法にある。今回、超

簡単な遺伝子導入法を開発したので

紹介する。単に混ぜるだけという方法

はコンペテントセル（形質転換能力を

与えた細胞）の概念をなくし、ポストゲ

ノム解析のキーツールとなる。 

　真核生物で最初にゲノム解析が完了

した酵母Saccharomyces cerevisiaeは、

ポストゲノムにおいてもその先頭を走っ

ている。その代表的な例の１つは、

EUROFANプロジェクトによって行わ

れた全遺伝子破壊株コレクションの作

成である。ここではゲノム解析により

明らかにされた約6,000のORFを薬剤

耐性マーカーで置換し、ノックアウトし

ている。これにより6,000の遺伝子のう

ち1,105遺伝子が破壊すると生存でき

なくなる必須遺伝子であることも明ら

かになった。このコレクションは1,144

株の必須遺伝子破壊ヘテロ2倍体セッ

ト（遺伝子2つのうち一方を破壊してあ

る）、約4,800株の非必須遺伝子破壊

１倍体セット（a及びα接合型）、約
4,800株の非必須遺伝子破壊株ホモ２

倍体セット、及び約6,000株のヘテロ2

倍体セットなどや、それらのプールか

らなる。日本ではインビトロジェンやフ

ナコシから入手可能である。遺伝子

破壊された部位にはそれぞれ異なるタ

グ配列が挿入してあり、タグ配列を利

用した株の同定も可能で、ハイスルー

プットゲノムワイド解析が盛んに行われ、

ゲノムレベルでの生物像が明らかになっ

てきている1, 2）。しかし、これだけでは

酵母の遺伝子しか解析できない。そ

こで求められるのがこれら数千のコレ

クションへの遺伝子導入法である。 

　酵母では様々な形質転換法が報告

されており、最も一般的に使われてい

るのはItoら3）によって報告された酢酸

リチウム法であろう。しかしこの方法

は遠心操作による細胞の濃縮や細胞

増殖期の制限があり、不可能ではな

いが数千の株には不向きである。私

たちがこれまでに用いてきたOne-step

法はChenら4）によって報告された方法

を改良したものであるが、その名の通

り「ワンステップ」で形質転換できること

から数千株へのハイスループットワーク

にも適用可能であると考えられた。実

際この方法を適用したセミハイスループッ

ト形質転換法も開発したが、これでも

4,800株の形質転換に2か月程度の時

間がかかり、その操作も、今思えば、

煩雑であった。 

　「S. cerevisiaeダイレクトトランスフォー

メーションキット 　　 」は酵母培養液に

形質転換液を混ぜるだけの操作で酵

母への遺伝子導入を可能にする画期

的な試薬である。日常的な酵母への

プラスミド導入には簡単な上に十分な

効率を持ち、さらに、その能力を最大

限に発揮できるのがハイスループット形

質転換である。酵母遺伝子破壊株コ

レクションに遺伝子を導入した報告は

いくつかあるが、いずれも破壊株プー

ルにランダムに導入したものからスクリー

ニングするか5）、マイクロプレートでの

遠心濃縮を含む通常の形質転換法で

あった6 , 7）。今回の方法がいかに簡単

で、さらにその簡単さがいかにパワフ

ルであるか紹介する。 

　一株ずつの形質転換では、試験

管などの培養容器に1mrのYPD培地

（酵母の最も一般的な富栄養培地）を

入れ酵母を植菌し、28℃で24時間培

養する。あらかじめ目的のプラスミドと ワコー 

図1. ダイレクトトランスフォーメーションキットによるハイスループット形質転換法 
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混合した試薬混合液25μrを入れた

1.5mrチューブに、この培養液25μrを

分注し混合する。42℃で2時間ヒート

ショックを与え、適切な選択培地に混

合液を広げた後、28℃で培養すれば

形質転換体を得ることができる。この

方法で5,000cfu/μgDNA以上の形質

転換効率が得られた。酢酸リチウム

法などとくらべると形質転換効率は低く、

遺伝子ライブラリースクリーニングには

不向きである。また、染色体上への

遺伝子の組み込みができないという欠

点はある。しかし、単に形質転換体

を得るための実験であれば必要以上

のコロニーを得ることができるし、一桁

程度であれば、細胞を濃縮すること

で容易に形質転換効率を上げることも

可能であった。 

　この方法を酵母遺伝子破壊株コレ

クションに適用したハイスループット形

質転換の例を示す。ハイスループット

形質転換法では、酵母遺伝子破壊

株コレクションが保存されている96ウェ

ルフォーマットのままで操作を行った（図

1）。この例では、LEU2を形質転換

マーカーとするpRS3158）に、ガラクトー

スプロモーター下に食中毒原因菌

Campylobacter jejuniのエフェクター

遺伝子CdtBを挿入したプラスミドを導

入した。この時のプラスミドは大腸菌

からアルカリ-SDS法で調整したものを

用いており、大腸菌由来のRNAが大

量に含まれているので、キャリアー

RNA/DNAは加えていない。角型シャー

レに作成したYPD寒天培地上に保存

しておいた破壊株を、96個のピンが

ついたレプリケーターで取り、25μrの

YPD液体培地を分注した96ウェルプレー

トに植菌した。プラスチック製のふたを

して28℃で24時間静置培養した。形

質転換用酵母の培養は25μrという少

量の培地で行うため、プレート周辺の

ウェルが乾燥しやすい。乾燥したウェ

ルに滅菌水を入れて形質転換を試み

たが、形質転換体はほとんど得られ

なかったことから、乾燥を防ぐ必要が

ある。培養時にプレートを完全にシー

ルした嫌気的な培養を行っても好気条

件下と同等に形質転換体を得ることが

できたことから、プレートを密閉して培

養するのも一つの方法である。24時

間培養した培養液はプレートミキサー

で穏やかに撹拌し、細胞を十分に懸

濁した後、形質転換液を分注し再び

穏やかに撹拌した。今回は12チャン

ネルピペットを用いて形質転換液の分

注を行ったが、一度に大量のプレート

に対して形質転換を行うときには96ウェ

ル対応の分注装置を使うと細かな神

経を使う必要がなくなる。42℃に2時

間おいた後、10μrずつを選択培地に

スポットし、数日後のすべてのプレート

の様子を図2に示した。この実験では

まず、53枚（0349と0381を1枚のプレー

トにまとめた）のプレートを29枚と24枚

の2回に分けて形質転換操作を行い、 

図2. Campylobacter jejuni CdtB遺伝子を導入した遺伝子破壊株コレクション 

プレート上の各数字はプレート番号を表す。 

0349と0381は1つのプレートにまとめて操

作を行った。 
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コードNo. 品　　名 容　量 規　格 希望納入価格（円） 

20回用 
100回用 
500回用 

遺伝子研究用 
4,800

10,000
40,000

296-62701
292-62703
290-62704

S. cerevisiae Direct Transformation Kit Wako

P r o d u c t s
ゲノムワイドなスクリーニングに対応!!
S. cerevisiae ダイレクトトランスフォーメーションキット ワコー 

特　　長 形質転換効率 

BY4743株にpRS316を導入した場合の形質転換効率 

●96ウェルマイクロプレート法……………… 500cfu/μg以上 

●チューブ法………………………………… 5,000cfu/μg以上 

 （20回用）（100回用）（500回用） 

●Sc Transformation Reagent 500μr 2.5mr 12.5mr 

●Carrier DNA（5μg/μr） 50μr 250μr 1.25mr

キット内容 

　本キットは、出芽酵母（Saccharomyces cerevisiae）を簡単に形質転換させ

ることができる試薬キットです。わずらわしい菌体の遠心・洗浄操作をすることな

く、酵母培養液に直接プラスミドDNAと専用試薬を加えるだけのワンステップト

ランスフォーメーション試薬です。特に96ウェルマイクロプレートを用いた多検体

への導入に威力を発揮します。 

 

 

●菌体の遠心・洗浄が不要 

●目的プラスミドDNAと専用試薬を加えるだけのワンステッ

プタイプ 

●96ウェルマイクロプレートで導入できるため、多検体処理

が可能 

●チューブ法でも導入が可能 

●低粘性試薬の実現で、ハイスループット化が可能 
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4,708株の破壊株から4,602株の形質

転換体を得た。残りの106株を96ウェ

ルプレートに集めもう一度形質転換し、

98株の形質転換体を得た。残り8株

のうち6株はチューブ法で形質転換体

を得た。最後まで残った2株はロイシン

要求性株であるために、形質転換体

を得ることができなかったことがわかった。

この結果はS. cerevisiaeダイレクトトラン

スフォーメーションキット  　で簡単に

4,700株に遺伝子を導入できることを

示しているとともに、新しい結果「遺

伝子導入できない非必須遺伝子破壊

株はない。」ということを示している。

DNAの取り込みは生物にとって必須

の現象であると考え始めている。 

　この方法を用いることで、酵母で発

現させたときに何らかの表現型を示す

遺伝子であればどんな遺伝子でも解

析可能である。例えば、ほ乳類アポトー

シス誘導遺伝子Baxを酵母で過剰発

現させると致死性を示すことから、ハ

イスループット形質転換法により酵母

内でBaxと遺伝学的に相互作用のあ

る遺伝子の探索が可能になる。タン

パク質の発現、局在の解析や、さら

には疾患の原因となる遺伝子を用いる

ことができれば、創薬のターゲットとな

る遺伝子の探索も可能になる。既に

私たちはこの方法を用いて酵母遺伝子、

ヒト遺伝子、病原菌エフェクター遺伝子、

有用酵素遺伝子など12以上の遺伝子

の導入を完了し、ゲノムレベルの解析

を行っている。それぞれ大変興味深

い結果が得られており、この方法の

簡便さはもちろんであるが、そこからも

たらされる結果にも驚かされている。 

ワコー 
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コードNo. 品　　名 容量 規　格 希望納入価格（円） 

100mg 

500mg
生化学用 

12,000
40,000

138-15001
136-15002

L-Menthyl-α-D-glucopyranoside n-Hydrate

P r o d u c t s
新規メントール配糖体 
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メントールα-グルコシドの立体選択的生産と新規グルコース転移酵素の利用 
株式会社ロッテ　中央研究所　吉田　圭司郎 

早稲田大学理工学部応用化学科　桐村　光太郎 

echnical Report

　l-メントール（以下、単にメントールと略）

はハッカの香気成分で、清涼剤や香

料として広く使用されている。メントー

ルの配糖体はメントールのような揮発

性がなく、水溶性の誘導体として様々

な用途が期待されるが、α－グルコシド
体（l-menthyl-α-D-glucopyranoside、
以下α-MenGと略）に比べてβ－グルコ
シド体（β-MenG）が強い苦味を示す

ため、食品等への応用を考えた場合

にはα－MenGのみを立体選択的に合
成する必要がある。有機合成では経

済的で効率的な方法がなかったので、

我々は、酵素合成によるα-MenGの
立体選択的な合成を検討した。 

　まず、市販の各種糖質加水分解酵

素や糖転移酵素を利用した反応から

検討を開始した。僅かにα-MenGを
生成する酵素も見出されたが１）、収量、

収率ともに満足できるものではなかった。

そこで、新規な酵素を求めて広範な

スクリーニングを行い、土壌より単離し

た Xanthomonas campestris WU-

9701株に優れた酵素の存在を確認し

た２）。X. campestris は食品の増粘剤

キサンタンガムの生産菌であり、酵素

源としても適当と考えられた。そこで、

精製した酵素あるいはWU-9701株の

凍結乾燥菌体をそのまま触媒として使

用することで反応系を検討し、メントー

ルを酵素と糖供与体であるマルトース

を含む水溶液に添加して振とうするだ

けで、最適条件下では反応系のほぼ

全量のメントールをα-MenGに変換す
ることに成功した２）。しかも、当該反

応は有機溶媒を使用することなく、飽

和濃度を越えて生成物が水溶液中に

析出する結晶蓄積型酵素反応（Fig.1）

で、濾過のみで容易にα-MenGが回
収できる。得られたα-MenGをエタノー
ルに溶解した後、水を加えていくと白

色の結晶が沈殿する。X線結晶構造

解析の結果、白色結晶はα-MenGの
一水和物であった。α-MenGにはメン
トールのような強い香気はないが、口

中に含んでしばらくすると弱いながら

清涼感が感じられる。α-MenGは加
熱やα－グルコシダーゼの作用による分
解でメントールを生成しメントール特有

の香気が感じられる。 

　我々はメントール以外にも本酵素を

利用して、（+）-カテキンα-グルコシド
をモル変換効率57％３）、ヒドロキノンα-
グルコシド（α-アルブチン、美白作用を
示す化粧品素材）をモル変換効率93

％４）、オイゲノールα-グルコシドをモル
変換効率55％５）で合成することに成

功した。このように、本酵素は簡便か

つ高収率な配糖体合成のツールとし

て期待できる。興味深い性質として、

本酵素は単糖や二糖などの糖にはグ

ルコースを転移しないため、反応にお

いていわゆるオリゴ糖を副生せず２－５）、

生成する配糖体もモノグルコシドのみ

である。従って、単一の配糖体だけ

を効率的に合成できるという点でも優

れている。既に我々は本酵素を精製

して諸性質を検討し、さらに当該酵素

をコードする遺伝子の大腸菌における

高発現にも成功している６）。 

Fig. 1. Enzymatic and simple reaction system for α-MenG production

Crystalline l-Menthol

Crystalline α-MenG

l-Menthyl α-D-glucopyranoside 
（α-MenG） 

O

H3C

O

CH2OH

OH

OH

HO

CH3

CH3
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echnical Report
Bhcによる核酸のケージング～光で遺伝子発現を操る方法の開発～ 

理化学研究所 脳科学総合研究センター 発生遺伝子制御研究チーム　岡本　仁、安藤　秀樹 
東邦大学理学部 生物分子科学科　古田　寿昭 

光を使った遺伝子発現誘 
導の試み 

　ゼブラフィッシュ（Danio rerio）は、

脊椎動物の発生メカニズムを研究する

ための優れたモデル実験動物として

注目されている。胚は、透明で比較

的少数の細胞からできていること、世

代時間も３か月と短いことなどの理由

から、ゼブラフィッシュは細胞生物学

や分子生物学における様々な研究に

使われてきている1）（図A, B）。我々

はゼブラフィッシュ胚のこのような特性

を生かして、胚の中で、任意の遺伝

子を、思い通りのパターンで発現調節

できることを目指して、mRNAケージ

ング法と呼ばれる方法を開発した。こ

の方法は、ゼブラフィッシュ胚以外にも、

様々な形で応用できると期待される。 

  

 

 

 

　我々以外にも、幾つかのグループ

が核酸を修飾し、光線照射によって

遺伝子発現を調節する試みを行って

いる。Hase l tonらのグループは、

ATPをケージするのにも用いられる

1-（4,5-dimethoxy-2-nitrophenyl）

diazoethaneをDNAのリン酸基と反

応させてDMNPE［1-（4,5-dimethoxy-

2-nitrophenyl）ethy］基を結合するこ

とによって、DNAの転写活性を25%

程度に抑制できることを示した2）。さら

に365nmの波長の紫外線を総エネルギー

で0.25～0.5ジュール/cm2に相当する

分だけ照射することによって、転写活

性が8～9割回復することを示している。

　 

 

 

　筆者のうちの古田寿昭とカリフォルニア

大学サンディエゴ校のRoger Y. Tsien

らによって合成されたbrominated 6-

hydroxycoumarin-4-yl methanol（Bhc）

は、カルボキシル基、カルバミル基、

リン酸基にエステル結合し、極めて低

いエネルギーの長波長紫外線の照射で、

乖離することを報告していた。我々は、

これら一連のBhc誘導体の中から、リ

ン酸基とエステル結合する可能性が

ある6-Bromo - 4 - d i a zomethy l - 7 -

hydroxycoumar in（Bhc-d iazo）

に着目し（図C）、BhcをmRNAのリン

酸基に結合させることによって、可逆

的にmRNAの活性を押さえる試みを行っ

た3, 4, 5）（図D）。 

　当初、in vitroで合成したmRNAを

Bhc-diazoと反応させても、ある時は

活性が完全に押さえられたのに、次

に同じことをやると今度はうまく行かな

いという再現性の悪さがあった。また

Bhc-diazoは、反応溶媒の水溶液に解

けにくく、すぐに沈澱してしまった。この

問題は、Bhc-diazoとmRNAとの反応

を水を含まないdimethyl sulfoxide

（DMSO）の溶液中で行うことによって、

解決された。DMSOは、水よりも遥か

にBhc-diazoを溶かしやすいというだ

けではない。Bhc-diazoは解離してい

ない（イオン化していない）リン酸基とし

か反応しないため、水溶液での反応

ではちょっとしたpHの変化でも反応効

率が大きく変化する可能性があるが、

DMSO中ではmRNAのリン酸基が殆

どイオン化しないので、DMSOで反応

を行うことは反応効率を飛躍的に増大

すると考えられている。 

　この方法を使って試験管内で合成

されたmRNAにBhc分子を複数個結

合させた後、１細胞期のゼブラフィッシュ

の受精卵に注入すると、このRNAか

らの蛋白合成はほぼ完全に抑制された。

ところが発生途上の胚に、この分子 

Bhcによる核酸のケージング 

図B. 受精後20時間目のゼブラフィッシュ胚 

図A. ゼブラフィッシュの成魚 

図C. Bhc-diazoのRNAへの結合と、紫外線照射による解離機構 

図D. １細胞期のゼブラフィッシュ胚へのケージドmRNAの注入（左）。胚の一部分への紫外
線の照射（中）。紫外線被照射部での蛋白合成（右） 
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コードNo. 品　　名 容　量 規　格 希望納入価格（円） 

20mg 
1g

遺伝子研究用 
30,000 
照　 会 

020-15291
026-15293 6-Bromo-4-diazomethyl-7-hydroxycoumarin【Bhc-diazo】 

P r o d u c t s

6-ブロモ-4-ジアゾメチル-7-ヒドロキシクマリン【Bhc-ジアゾ】 
特　　長 

 

　　　　　　　●ケージ解除の効率が高い　 ●暗所での安定性が高い　 ●細胞傷害性が低い 

新規核酸ケージング試薬 

〔参考文献〕 
１） 
  
 
 

２） 
 
 
 

３） 
 
 
 

４） 
 
 
 
 

５） 
 
 
 

６） 

岡本仁、成瀬清、堀寛、武田洋幸: 小型魚類を
用いた研究の可能性,「小型魚類研究の新展
開 蛋白質核酸酵素 12月号増刊」pp2677-2689,
（共立出版）（2000）. 
Monroe, W.T., McQuain, M.M., Chang, 
M.S., Alexander, J. S. and Haselton, F. R.: 
"Targeting expression with light using caged 
DNA. ", J. Biol. Chem., 274, 20895-20900（1999）. 
Ando, H., Furuta, T., Tsien, R. Y. and Okamoto, 
H.: "Photo-mediated gene activation using 
caged RNA/DNA in zebrafish embryos.", 
Nature Genetics, 28, 317-325（2001）. 
Ando, H. and Okamoto, H.: "Practical 
procedures for ectopic induction of 
gene expression in zebrafish embryos 
using Bhc-diazo-caged mRNA.", Methods 
Cell Sci., 25（1-2）, 25-31（2003）. 
Ando, H., Furuta, T. and Okamoto, H.: 
"Photo-mediated gene activation by using 
caged mRNA in zebrafish embryos.", 
Methods Cell Biol., 77, 159-71（2004）. 
Nasevicius, A. and Ekker, S.C.: "Effective 
targeted gene 'knockdown' in zebrafish.", 
Nat. Genet., 26, 216-20（2000）.

の遊離に適した365nmの紫外光を照

射すると、照射を受けた部分のみで

mRNAの活性が回復し、mRNAが

翻訳されてタンパク質が合成されることを

確認した。即ちBhcでケージしたクラゲ

由来の蛍光蛋白（Green Fluorescent 

Protein, GFP）のmRNAを１細胞期の

ゼブラフィッシュ胚に注入し、受精後

12時間目に頭部のみに紫外線のスポッ

ト光を照射すると、GFPのmRNAは胚

全体に分布しているのに（図E）、GFP

は頭部のみで翻訳されて（図E）、頭部

のみが蛍光を発するようになった（図F）。 

　何も修飾を受けないmRNAは、１

細胞期のゼブラフィッシュ胚に注入す

ると、受精後１５時間くらいまでにほと

んど分解されてしまう。Bhcによってケー

ジされたmRNAは、分解されにくく、

受精後２４時間でもかなり残っているこ

とが、注入されたmRNAに対するin 

situ hybridizationで確認された。

受精後２４時間までには、例えばすべ

ての１次運動神経細胞が軸索伸展を

開始している。このようにBhcの結合

によって注入されたmRNAの寿命が

伸びることは、この技術を使って研究

可能な発生の時期が広がるという点

で大きな意義を持っている。 

　我々は、この技術を“ケージドmRNA

技術”と呼んでいる。Bhcと較べて、

先に述べたDMNPEとリン酸との結合

を切るには、１～２桁高いエネルギー

が必要である。発生が早いゼブラフィッ

シュ胚を使って遺伝子の働きを調べる

には、結合によってより完全に遺伝子

の活性を抑制でき、なおかつずっと低

い線量の紫外線照射で活性化できる

Bhcの方が、遥かに実用性に優れて

いる。 

 

 

 

 

　最近、アンチセンス　モルフォリノ・オリゴ

ヌクレオチド（antisense morpholino 

oligonucleotide）を使った遺伝子の

機能抑制技術が、ゼブラフィッシュで

盛んに使われるようになってきた6）。我々

は、Bhcによる核酸の修飾技術を発

表してから、モルフォリノ・オリゴヌクレ

オチドをBhcで修飾し、遺伝子抑制の

時期や場所を制御できないかという質

問を何度も受けている。モルフォリノ・

オリゴヌクレオチドではリン酸基がブ

ロックされているので、残念ながら

Bhcを結合することができない。一

方siRNAのような短いヌクレオチドを

Bhcでケージングする場合、Bhcの結

合による不溶化が問題となってくる。

今後、このような課題の克服のための

研究が必要である。 

 

ケージドmRNA技術の現 
状と将来 

図F. １細胞期にケージド GFP mRNAを注
入され、受精後12時間目に頭部に紫
外線照射を受けた胚での、頭部特異
的なGFPの発現 

図E. １細胞期にケージド GFP mRNAを注
入され、受精後12時間目に頭部に紫
外線照射を受けた胚でのGFP mRNA
の分布。GFP mRNAは全身に分布し
ている（紫）。一方GFP蛋白（茶）は、
頭部に限局して発現している 
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echnical Report
ふっ素化シリコン修飾カラムWakopakR Fluofix-Ⅱの分離特性 

和光純薬工業株式会社 試薬研究所　福本　昌巳 

　現在、一般的なHPLC分析には、

主として全多孔性球状シリカゲルを基

材とした化学修飾型充てん剤が使用

され、その中でもODS充てん剤（C18、

オクタデシルシリカゲル）が最も普及し

ています。しかし、ODS充てん剤も

万能とはいかず、それを補完する形

で炭素鎖長の異なる充てん剤や、イ

オン交換基、親水性基などの異なる

修飾基をもつ充てん剤、あるいはこれ

らを合わせもつ充てん剤が開発されて

います。当社では、これらの充てん剤

に加え、分岐状のフルオロアルキル基

を高純度全多孔性球状シリカゲルに

化学修飾したふっ素化シリコン修飾カ

ラムをWakopakR Fluofix 120E（エンド

キャッピング型）、WakopakR Fluofix 

120N（非エンドキャッピング型）を上市

して多様な分析に対応しています。 

  

　今回、このFluofixシリーズの機能

向上と汎用性の拡大を目的に開発し

たWakopakR Fluofix-Ⅱは、シリカゲ

ルへのふっ素化処理方法を改善して

合成した充てん剤を高密度にパッキン

グしたHPLC用カラムであり、従来の

Fluofix充てん剤が持つ大きな撥水性、

撥油性による化学的安定性はもちろん

のこと、剛直なフルオロカーボン鎖に

よる位置異性体などの構造認識能、

ハロゲン間の親和性に由来するハロ

ゲン、特に含ふっ素化合物の分離能

力などの特性を引き継ぎ、それらを従

来以上に発揮できる充てん剤です。 

  

　その特長をまとめれば、１）選択性

の向上、２）ハロゲン化合物の認識能

の向上、３）塩基性化合物への適応

範囲の拡大、４）汎用性の拡大となり、

以下、分析例を示しながら説明します。 

　第１には、特異な選択性です。図１、

図２に芳香族炭化水素の分離比較を

示しましたが、ODS充てん剤にくらべ、

WakopakR Fluofix-Ⅱは、C4充てん

剤とほぼ同等の保持力しかありません。

しかし、従来のアルキル型充てん剤

では認識できなかった含ふっ素化合

物の認識など、異なった分離特性を

示します。また、従来品より保持能を

増大させていますので、選択性と汎

用性が高くなっています。 

　第２には、ハロゲン特に含ふっ素化

合物の認識性です。WakopakR Fluo-

fix-Ⅱは、ハロゲンを含む化合物、特

に含ふっ素化合物の認識性が高く、

分子内のふっ素の増加により保持時

間が大きくなります。図３にフルオロベ

ンゼン類のクロマトグラムを示しましたが、

ODS充てん剤で分離できないふっ素

原子１、２個の差を認識し、o-、m-、

p-位の位置異性体までも分離すること

が可能です。 

　第３には、塩基性化合物への適応

範囲の拡大です。図４のフルオロアニ

リン類の分析において、WakopakR 

Fluofix-Ⅱは、従来品及びODS充て

ん剤に認められるp-フルオロアニリンの

ブロードでテーリングしたピーク形状の

改善を達成しています。 

　第４には、汎用性の拡大があります。 

図１. 芳香族化合物の分析１ 

図２. 芳香族化合物の分析２ 

WakopakR Fluofix-Ⅱ 

WakopakR Fluofix 120E

ODS Column 

＜Sample＞ 
1. Uracil  
2. Benzene 
3. Naphthalene in 60% CH3CN

Column size : 4.6×250mm 
Eluent : CH3CN/H2O=60/40 
Flow rate : 1.0mR/min  at  35℃ 
Detection : UV 254nm 
Injection : 4μR

2 31

N
H

O

HN

O

＜Sample＞ 
1. Uracil  
2. Methyl Benzoate 
3. Toluene 
4. Triphenylene 
5. o-Terphenyl 
6. Hexafluorobenzene in CH3OH

4 5

Column size : 4.6×250mm 
Eluent : CH3OH/H2O=60/40 
Flow rate : 1.0mR/min  at  40℃ 
Detection : UV 254nm 
Injection : 5μR

4,5は溶出せず 

ODS Column 

WakopakR Fluofix-Ⅱ 

WakopakR Fluofix 120E
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P r o d u c t s

カラムサイズ 容　量 希望納入価格（円） 

1本 

1本 

近日発売 

近日発売 

4.6φ×150mm

4.6φ×250mm

品　　名 

WakopakR Fluofix-Ⅱ 

図５にO-メチル化カテキン類の分析例

を示しましたが、WakopakR Fluofix-

Ⅱは、ODS充てん剤と同様な分離を

示し、特別な分析だけでなく、一般

的な分析にも適応可能なことを示唆し

ています。 

  

　以上のように、WakopakR Fluofix-

Ⅱは、ハロゲン特にふっ素原子の認

識性と大きな構造認識性により、含ふっ

素化合物、構造異性体などODS充て

ん剤では分離が困難な場合はもちろ

んのこと、汎用性の向上に伴い広い

範囲の分析に使用が期待できます。 

〔参考文献〕 
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和光純薬時報, 69（4）, 7（2001）. 
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図４. フルオロアニリン類の分析 

WakopakR Fluofix-Ⅱ 

WakopakR Fluofix 120E

ODS Column 

図３. フルオロベンゼン類の分析 

WakopakR Fluofix-Ⅱ 

WakopakR Fluofix 120E

ODS Column 
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＜Sample＞ 
1. Uracil 
2. Benzene 
3. Fluorobenzene 
4. p-Difluorobenzene 
5. o-Difluorobenzene 
6. m-Difluorobenzene 
7. 1,3,5-Trifluorobenzene 
8. 1,2,3,4-Tetrafluorobenzene 
9. Pentafluorobenzene 
10. Hexafluorobenzene in CH3OH

Column size : 4.6×250mm 
Eluent : CH3OH/H2O=60/40 
Flow rate : 1.0mR/min  at  40℃ 
Detection : UV 254nm 
Injection : 10μR
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3. m-Fluoroaniline in 30% MeOH

Column size : 4.6×250mm 
Eluent : CH3OH/20mmol/R TBABr 
             =20/80 
Flow rate : 1.0mR/min  at  40℃ 
Detection : UV 254nm 
Injection : 10μR

TBABr : Tetrabutylammonium bromide
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図５. O-メチル化カテキン類の分析 
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echnical Report
2次元電気泳動の解像度アップのための新しい前処理試薬 
＿植物由来試料の粘性除去や動物由来試料のテーリングに有効＿ 

九州東海大学農学部　バイオサイエンス学科　荒木　朋洋 

　ゲノム解析により、様々な遺伝子群

が解明されたことに伴い、遺伝子産

物であるタンパク質解析、すなわちプ

ロテオーム解析の必要性が高まってい

る。プロテオーム解析の一般的な手

法は２次元電気泳動を主軸とし、質

量分析等の技術を用いてタンパク質を

同定しようとするものである。しかし、

生体抽出液中にはタンパク質以外の

成分が含まれ、２次元電気泳動の妨

害となっている。この問題点を解決す

るため、タンパク質の特異的な沈殿

作用を応用した前処理法やそのキット

化製品が利用されている。しかし、こ

れらのキット等を使用した場合にでも、

植物抽出液のように、多量の粘性多

糖を含有する場合にはその粘性のため、

電気泳動法が適用できないか、また

は結果がきわめて不鮮明なものになり、

プロテオーム解析の大きな問題点となっ

ている。 

　本法は従来の選択的タンパク質沈

殿法とは異なり、妨害となっている粘

性多糖の選択的除去を基本技術とす

る手法で、生体抽出液を４級アンモニ

ウムイオン系界面活性剤で処理するこ

とにより、迅速かつ効果的に粘性多

糖を除去し、電気泳動等に適した試

料の調製を行うものである。また、生

体抽出試料中に含まれる核酸類につ

いても本法で選択的に除去できるので、

植物抽出液のみならず、微生物ある

いは動物由来の抽出液の前処理方法

として有効である。 

　図１は本法を使用して特に粘性が

高い植物であるヤマイモ抽出液を処

理した後、2次元電気泳動でタンパク

質を分離したもの（a）と未処理の（ｂ）

の泳動像の比較である。本法を適用

した結果、多くのタンパク質が2次元

電気泳動で検出可能になったことがわ

かる。また、図２は動物由来のニワト

リ心筋抽出液を処理したもので、処

理（a）と未処理（ｂ）を比較するとスポッ

トのまとまりが改善されており、２D-

DIGEなどにも有効であることがわかる。

また、本法で添加した界面活性剤は、

２次元電気泳動に全く影響を及ぼさな

いので、処理液をそのまま２次元電気

泳動に供することができ、極めて操作

が簡便である。ただし、一部の試料

については酸性タンパク質が沈殿して

しまうこともあるので、網羅的解析の

場合には注意を要する。 

図1． ヤマイモ抽出液の前処理結果 
a：処理、b：未処理 

図2． ニワトリ心筋抽出液の前処理結果 
a：処理、b：未処理 

b

ba

a
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Information

Information

　プロテオーム解析において問題点となっている植物抽出液の粘性多糖や生

体抽出試料中に含まれる核酸類の選択的除去にご利用いただけます。 

　ご希望の方には、試作品をご用意しておりますのでご照会下さい。 
　〔照会先〕当社代理店／営業担当者もしくは下記 

　　　　　　　　　　和光純薬工業株式会社 試薬開発部 

　　　　　　　　　　　サンプル係 
FAX：06ｰ6201ｰ5965 
E-mail：yasuhiro.takeda@wako-chem.co.jp

プロテオーム解析前処理試薬ム解析前処理試薬 プロテオーム解析前処理試薬ム解析前処理試薬 プロテオーム解析前処理試薬 

試 作 品 の試 作 品 の ご 案 内案 内  試 作 品 の ご 案 内  
使用方法 

第２1回 

日　　時：平成17年11月30日（水） 
　　　　　10：00～17：40 
 
場　　所：全電通ホール 
　　　　　東京都千代田区神田駿河台3ｰ6　 
　　　　　TEL 03ｰ3219ｰ2211 
 
総合企画：慶應義塾大学 
　　　　　医学部・生理学教室  
　　　　　教授  岡野  栄之 先生 
 
総合座長：国立精神・神経センター  
　　　　　総長  金澤  一郎 先生 
 
参 加 費：無料 
 
定　　員：420名（先着順） 
 
参加申込先： 
和光純薬工業株式会社　試薬営業本部　 
学術部 ワークショップ係 
〒103ｰ0023　 
  東京都中央区日本橋本町四丁目5番13号 
FAX：03ｰ3270ｰ8582　TEL：03ｰ3270ｰ8243　 
E-mail：seminar@wako-chem.co.jp

開始時間 　　　　　演　　　題     所　属　　 講 演 者   

10：00～ 開催挨拶  和 光 純 薬 

10:05～ はじめに  慶大・医　　岡野 栄之 

10:10～ 運動ニューロン疾患の分子標的治療  名大院医 　　祖父江 元 

10:50～ ポリグルタミン病発症の分子機構  京大院生命科学 　垣塚　 彰 

11:30～ プリオンの感染病態  東北大院医 　北本 哲之 

12：10～ 　（昼　　　食） 

13:05～ 双極性障害（躁うつ病）の神経生物学  理研脳センター 　加藤 忠史 

13:45～ アルツハイマー病の病態  東大院医 　　井原 康夫 

14:25～ アルツハイマー病を標的とした創薬研究  京大院薬 　　杉本 八郎 

15:05～ 　（コーヒーブレイク） 

15:20～ パーキンソン病とユビキチンシステム  精神・神経セ 　 和田 圭司 

16:00～ ES細胞を用いた再生医療  京大院医 　　高橋　 淳 

16:40～ 内在性神経幹細胞と成体脳ニューロン新生  慶大・医　　岡野 栄之 

17:20～ おわりに  慶大・医　　岡野 栄之 

17:30～ 閉会挨拶  和 光 純 薬 

講演プログラム 
神経疾患： 
その病態解明と治療法の開発 

試料に本品を添加（1/20量） 
 

攪拌後、4℃で放置 
 

遠心分離 
　  （12,000 rpm、4℃、5分間） 
 

上清を回収 
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チンピ（陳皮）とヘスペリジン 
国立医薬品食品衛生研究所　合田　幸広 

　チンピ（陳皮）は、日本薬局方で「ウ

ンシュウミカンCitrus unshiu Markovich

又はCitrus reticulata Blanco（Rutaceae）

の成熟した果皮である。」と規定され

ている。また、チンピは、漢方処方に

最も使われる生薬のひとつであり、一

般用漢方処方210処方中44処方に利

用されている。このチンピ中の有効成

分として知られた物質が、flavanone

配糖体であるhesperidinである。本

化合物の構造は、図に示したとおりで、

アグリコンhesperetinの7-O-rutioside

である。また、本化合物は別に日本

薬局方外医薬品規格にも収載されて

いる。 

　flavanoneは、flavoneの2位、3

位の二重結合が還元された構造を持

つため、2位は光学活性で、天然の

hesperidinは2Ｓ体であることが明ら

かにされている。従って、2Ｒ体であ

るepi-hesperidinは、hesperidinと

はジアステレオマーの関係となり、そ

の諸性質は異なる。しかし、両者は

ジアステレオマーであっても、その分

離が難しく、通常の逆相カラムを用

いたHPLCでの分離の報告はない。

また、hesperidinは種々の溶媒に溶

けにくい為、精製の際、溶媒に溶け

やすいchalcone体に変換して精製す

る場合が多く、この場合、2位の立体

が保持されず、精製物ではhesperidin

とepi-hesperidinの混合物となると考

えられる。事実、1H-NMRを用いて、

hesperidinとして市販されている試

薬を測定すると、2つの化合物由来

と考えられるシグナルが明瞭に観測さ

れる。 

　最近になって我々は、順相のキラ

ルカラムを用いることで、これらの両

化合物がHPLC上でうまく分離する

ことを見いだした。また、検出器に

CDを使用することで、このような化

合物の2R体と２S体が容易に区別で

きることを示した（Uchiyama, N. et al.: 

Chirality, 17, 373-377（2005）.）。 

　確立した条件を用いて、hesperidin

として流通する13試料を分析したとこ

ろ、2S体（hesperidin）と2R体（epi-

hesperidin）の相対比が、92：8から、

59：41まで様々であることを確認した。

また、同じくflavanone配糖体である

nar irut inでは、同比が50：50、

neohesperidinでは、84：16であった。

ジアステレオマー混合物を単一化合

物のような名称で呼ぶことは化学的に

好ましくない。従って、これらの試料は、

本来ならジアステレオマー混合物であ

ることを明記する必要があると考えら

れる。 

　次に、市販の生薬チンピを室温下

メタノールで抽出して抽出液について

hesperidinとepi-hesperidinについて

分析を行った。その結果、C. unshiu

由来4検体、C. reticulata由来3検体

の抽出液とも2S体：2R体比が96：4

以上で、天然では、明らかに2S体で

存在しているものと考えられた。また、

narirutinについて同様の分析を行っ

たところ、2S体の割合が相対比で

61%以上となり、大きく減少した。Ｂ

環の4位の水酸基がquinoyl構造に

変化することで、2位のラセミ化を促 

Fig. Chemical structures of flavanone 7-O-glycosides
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進することは容易に予想できる。試

薬として市販されているnarirutinの

2S体：2R体比が、1：1であることも、

このことから説明できるものと考えられ

る。 

　さらに、市販の医療用漢方処方エ

キス製剤である六君子湯（りっくんし

とう）8製品と釣藤散（ちょうとうさん）3

製品について同様の分析を行った。

その結果、2S体：2R体比は、前者

で67：33～87：13、後者で84：16

～92：8であることが判明した。市販

のエキス製剤では、熱水抽出を行い

スプレードライ乾燥を行うため、その

間に、市販のチンピで保持されてい

たhesperidinが2位でラセミ化を起こ

したものと推測される。 

　現在日本薬局方の生薬等委員会

では、生薬及び、生薬・漢方製剤の

品質を確保する目的で、生薬や製剤

について確認試験法の設定や成分

含量測定法の設定を行っている。そ

のため様々な指標成分について検討

している。本年になって、和光純薬よ

り2R体をほとんど含まないhesperidin

が市販されることになった。化学的

合成品と異なり生薬の場合、製薬メー

カーから日本薬局方の標準品が直接

提供されることはない。従って、市販

試薬を成分含量測定用試薬として活

用させて頂く場合が多いが、本品は、

生薬等委員会との協力で和光純薬よ

り新たに調製されたものである。医薬

品の場合、立体も含めた構造が明

確であることは、非常に重要である。

従って、引き続きこのように立体構造

も明確な天然物由来の試薬が、順

次販売されることを望む。 

　ヘスペリジンはかんきつ類に含有されるサポニン有効成分で、水溶性ビタミン様物質のビタミンPとも呼ばれます。

ヘスペリジンを含有するサプリメントは多く市販されており、ビタミンC効果持続と中性脂肪改善などの作用が報告

されています。 

　天然に存在するヘスペリジンは、光学活性体ですが、水溶液中での加熱などで2位の立体が容易に反転し、

エピ体との混合物になります。今回、キラル分割したヘスペリジン（S体）とエピヘスペリジン（R体）の各標準品を

発売しました。（ヘスペリジンは第十四改正日本薬局方の試薬・試液の項には未収載ですが、第十五局の改正案

として示された日本薬局方フォーラム14.2 p405に追加される試薬・試液の項に記載されており、第十五局に収載

される予定です） 

 

起　源：Citrus natsudaidai, Citrus unshiu, Citrus aurantium var daidai

コードNo. 品　　名 容　量 規　格 希望納入価格（円） 

10mg 

10mg

生薬試験用 

生薬試験用 

50,000

50,000

082-08221

085-08211

Hesperidin Standard

Epihesperidin Standard
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第61話　SLP試薬の応用（その3） 

和光純薬工業株式会社　土谷　正和 

SERIES

Talking of LAL

〔参考文献〕 
 １） 

 

 
Martis, L. et al.: Lancet, 365, 588（2005）.

コードNo. 品　　　名 容　量 希望納入価格（円） 
3mr用 

規　格 
微生物研究用 19,000297-51501 SLP Reagent Set

　このところSLPの話題が多くなって

きています。今回は第59話の続報です。

第59話は医療関係者がアイコデキスト

リンによる無菌性腹膜炎について報告

したものでしたが、今回ご紹介する報

告1）は、アイコデキストリンのメーカー

によるもので、The Lancetという医学

雑誌に掲載されたものです。 

　腹膜透析用透析液の浸透圧を調

整するために用いられるアイコデキスト

リンに関しては、第59話でお話しました。

このアイコデキストリンを用いた透析液

を使用したことによると思われる無菌

性腹膜炎が、2002年に多発しました。

症状としては、腹痛、吐き気、嘔吐、

発熱などで、透析廃液が濁るという

現象が観察されています。透析廃液

の分析で感染の証拠が得られず無菌

性腹膜炎と診断されています。無菌

性腹膜炎は、透析液のエンドトキシン

汚染が原因で発生したことが1977年

に報告されており、1998年にも同様

の流行が報告されているそうです1）。

しかし、今回発生した無菌性腹膜炎

では、原因と思われる透析液はすべて、

局方に定められたエンドトキシン試験

や無菌試験、GMPによる規制に適合

しており、エンドトキシンの汚染による

ものとは考えられませんでした。 

　この製品による無菌性腹膜炎の報

告は、2000年に0.095%であったものが、

2001年に徐々に上昇し、2002年の3

月には最高の1.04%となっています。

彼らは2001年9月から2003年1月の間

に報告された186例の無菌性腹膜炎

の記録について分析を行っており、好

中球、リンパ球、マクロファージの増

加が認められ、1立方ミリあたり300か

ら3,500個の細胞数となっていたこと、

通常の血液培養や透析液培養の結

果が陰性であったこと、アイコデキスト

リンの使用をやめると症状が回復した

ことなどを確認しています。 

　透析液の分析には、9人の患者（ブ

ドウ糖透析液使用：6人、アイコデキ

ストリン透析液使用で腹膜炎なし：2人、

アイコデキストリン使用で腹膜炎あり：

1人）から決められた条件で採取され

たサンプルを使用しています。家庭で

採取されたサンプルの分析を試みたよ

うですが、サンプルの取扱いや保存

方法に問題があり、検討には使用で

きなかったそうです。LAL試験に用い

るサンプルもそうですが、微生物に関

する試料採取の難しさを、ここでもか

いま見ることができます。 

　分析の結果、アイコデキストリンによ

る腹膜炎ではインターロイキン-6（IL-6）

の濃度が5,000ng/r以上（他の群で

は59ng/r）と大きく上昇していたにも

かかわらず、IL-1βやTNFαには違い
が認められなかったこと、タンパク質

濃度が腹膜炎で高くなっていたことが

判りました。この傾向は通常の感染

症やエンドトキシン汚染による症状とは

異なっています。 

　彼らはこれらの観察を元に、末梢

血単核球（PBMC）を用いたサイトカイ

ン産生系による製品及び原料の分析

を行っています。その結果、クレーム

のあった製品及びその原料で高いIL-

6産生が確認されました。この結果が

エンドトキシン活性を抑制するポリミキ

シンBの添加で影響を受けなかったこと、

これらの試料がリムルス試験で合格

していることから、サイトカイン産生の

原因物質がエンドトキシンではないと考

察しています。さらに彼らは、SLP試

薬を用いて測定を行いPBMCによる測

定と整合性のある結果を得ています。

原料の供給は2社から受けており、そ

の内の1社の原料から高いIL-6産生

活性及びSLP活性が検出されました。

この会社の原料からAlicyclobacillus 

acidocaldariusという好熱好酸グラム

陽性菌が検出されており、この菌の

ペプチドグリカンが汚染源ではないかと、

彼らは考察しています。 

　SLP試薬によるペプチドグリカン測

定値が60μg/rの製品のクレーム発生

率は、検出限界以下（7.4μg/r以下）

の製品のものに比べて10倍以上と有

意な差が認められたこともあり、ペプ

チドグリカン濃度が10μg/rのロットは

2002年5月にリコールされています。 

　原料メーカーでもろ過工程の見直し

や活性炭処理などの改善を行い、

SLP試薬による日常検査を導入するこ

とにより、品質は改善されたとのことです。 

　今回の報告では、ペプチドグリカン

の汚染が医薬品の副作用を引き起こ

す場合があること、局方で規定されて

いるエンドトキシン試験やウサギ発熱

試験ではこのような汚染を見逃してし

まうことが明らかになったと思います。

エンドトキシン試験の重要性は揺るぎ

ないものですが、SLP試薬も医薬品

や医療用具の安全性を確保するため

に有用な場合があると考えられます。 

 

 

　次回は、第62話「アメリカのカブトガ

ニ事情」の予定です。 
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コードNo. 品　　名 規　格 

有機合成用 

容　量 希望納入価格（円） 

100mg 

500mg

8,000
28,000

134-14981
130-14983

1-(2-Methyl-18-crown-6)-3-methylimidazolium
Hexafluorophosphate

コードNo. 品　　名 規　格 

有機合成用 

有機合成用 

有機合成用 

有機合成用 

有機合成用 

有機合成用 

有機合成用 

有機合成用 

有機合成用 

有機合成用 

有機合成用 

有機合成用 

容　量 希望納入価格（円） 

5g 

25g 

5g 

25g 

10g 

5g 

25g 

5g 

25g 

5g 

25g 

5g 

25g 

1g 

5g 

5g 

25g 

5g 

25g 

5g 

25g 

5g  

25g

近日発売

近日発売

9,500
35,000

20,000

近日発売

近日発売

3,500
8,000
5,000

15,000
6,500

19,000
5,500

19,000
7,500

28,000
7,000

26,000
8,000

25,000
8,000

30,000

055-07331
053-07332
054-07301
052-07302

059-07111

051-07311
059-07312
027-15201
025-15202
027-15181
025-15182
024-15211
022-15212
024-15191
020-15193
088-08201
086-08202
085-08191
083-08192
135-14771
133-14772
138-14761
136-14762

1-Ethyl-3-methylimidazolium 
Bromide

1-Ethyl-3-methylimidazolium 
Tetrafluoroborate

1-Ethyl-3-methylimidazolium 
Trifluoromethanesulfonate

1-Ethyl-3-methylimidazolium 
p-Toluenesulfonate

1-Butyl-3-methylimidazolium 
Chloride

1-Butyl-3-methylimidazolium 
Tetrafluoroborate

1-Butyl-3-methylimidazolium 
Hexafluorophosphate

1-Butyl-3-methylimidazolium 
Trifluoromethanesulfonate

1-Hexyl-3-methylimidazolium 
Tetrafluoroborate

1-Hexyl-3-methylimidazolium 
Hexafluorophosphate

1-Methyl-3-octylimidazolium 
Tetrafluoroborate

1-Methyl-3-octylimidazolium 
Hexafluorophosphate

仕　　様 

ew Products

　「PresepRシリーズ」はシリンジ型の固相抽出カラムです。

今回、ポリマー系イオン交換樹脂を充てんした、イオン交

換カラム4種を追加しました。環境分析、食品分析他、幅

広い分野において、試料の前処理に使用されます。用途

に応じて、カラムを選択いただけます。 

 
 

 

カ ラ ム 容 量 ：６ｍrシリンジ型カラム 

充 て ん 剤 量 ：250mg 

充てん剤粒経 ：45～90μm 

充てん剤の特性 ： 

 

 
 
 
 
 
 
 
〔参考資料〕 
吉田貴三子：和光純薬時報, 73（3）, 10（2005）. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　PresepRRPPはポリマー系親水性逆相充てん剤を充て

んした固相抽出カラムです。 

クラウンエ－テル担持イオン性液体 
1-(2-メチル-18-クラウン-6)-3-メチルイミダゾリウムヘキサフルオロりん酸塩 

　クラウンエーテル担特イオン性液体は、従来から用いら

れているクラウンエーテルと同様にK+を反応系から除去し

て反応を促進する作用を有しており、アシル化反応など

において触媒量での使用が可能です。また、水でクラウ

ンエーテル部位がトラップしたK+を洗浄することができ、イ

オン性液体を溶媒として用いることにより本品の回収、再利

用が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　当社では、以下のイミダゾリウム型イオン性液体を取り揃

えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連商品 

関連商品 

固相抽出カラム 
プレセップR DEA
プレセップR QA
プレセップR CM
プレセップR S

品　名 種　類 

弱塩基性陰イオン 

強塩基性陰イオン 

弱酸性陽イオン 

強酸性陽イオン 

ジエチルアミノエチル 

トリメチルアミノエチル 

カルボキシメチル 

スルホニルプロピル 

供給 
タイプ 交換基 交換容量 

（meq/カラムdry)

Cl型 

Cl型 

Na型 

Na型 

0.114±0.013

0.110±0.013

0.103±0.013

0.125±0.013

DEA

QA

CM

S

コードNo. 品　　名 規　格 

試料前処理用 

試料前処理用 

試料前処理用 

試料前処理用 

容　量 希望納入価格（円） 

10個×5 

10個×5 

10個×5 

10個×5

35,000

35,000

35,000

35,000

292-61701

296-61601

298-61801

294-61901

PresepR DEA（250mg/6mR）

PresepR QA  （250mg/6mR）

PresepR CM （250mg/6mR）

PresepR S　 （250mg/6mR） 

コードNo. 品　　名 規　格 

試料前処理用 

試料前処理用 

試料前処理用 

容　量 希望納入価格（円） 

10個×5 

10個×5 

10個×5

25,000

32,500

37,500

294-36851

290-36951

290-37051

PresepR RPP（60mg/3mR)

PresepR RPP（200mg/6mR)

PresepR RPP（500mg/6mR)

O

O

O

O

O

O

N N

PF6
-

+

N N+

RH3C
X-

（R=Et, Bu, Hex, Oct   X=Br, Cl, BF4, PF6 など） 

C17H31N2O6・PF6=504.40
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　食品衛生法などの一部を改正する法律（平成15年法律

第55号）により、食品に残留する農薬、動物用医薬品また

は飼料添加物に関し、いわゆるポジティブリスト制度が導

入されました。このたび、HPLCで分析する際に使用でき

る動物用医薬品の標準品を商品化しました。 

　これからも順次、品目を増やしていく予定です。ご活用

頂けますよう、宜しくお願いします。 

 

 

CAS No.：378-44-9 
含量（HPLC）：98.0%以上 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAS No.：302-22-7 
含量（HPLC）：99.0%以上 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAS No.：69-09-0 
含量（HPLC）：98.0%以上 
 

 

 

 

高速液体クロマトグラフ用 

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

200mg 8,000026-15271 Betamethasone Standard

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

200mg 8,000036-19611 Chlorpromazine Hydrochloride Standard

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

200mg 8,000034-19531 Chlormadinone Acetate Standard

コードNo. 品　　名 規　格 

局方生薬試験用 
（薄層クロマトグラフ用） 

容　量 希望納入価格（円） 

20mg 15,000074-05061 [6]-Gingerol

コードNo. 品　　名 規　格 

局方生薬試験用 
（成分含量測定用・ 
薄層クロマトグラフ用） 

容　量 希望納入価格（円） 

10mg 12,000028-15231 Barbaloin

コードNo. 品　　名 規　格 

局方生薬試験用 
（成分含量測定用・ 
薄層クロマトグラフ用） 

容　量 希望納入価格（円） 

10mg 15,000167-21721 Paeonol

バルバロイン 

ベタメタゾン標準品 

クロルプロマジン塩酸塩標準品 

酢酸クロルマジノン標準品 

ペオノール 

日本薬局方適合 生薬有効成分 
［６］ーギンゲロール 
 

 

 
　本品はショウキョウ（ショウガ）に含有される有効成分です。

多くの薬理作用があり、例えばマウス及びラット摘出血管で

収縮抑制または増強作用が報告されています。 

起　源：Zingiber officinale Roscoe（Zingiberaceae） 
CAS No.：23513-14-6 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

　本品はアロエに含有される有効成分です。ラットにアロ

エ末を経口投与した場合、瀉下（シャカ）作用があります。 

起　源：Aloe ferox Miller, Aloe africana Miller または 

Aloe spicata Baker 

CAS No.：1415-73-2 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　本品はボタン（牡丹）の根皮に含有される有効成分です。

多くの薬理作用が報告されており、煎出エキスをラットに投

与するとアジュバント関節炎抑制作用

があります。 

起　源：Paeonia suffruticosa Andrews

（Paeonia moutan Sims） 
（Paeoniaceae） 

CAS No.：552-41-0 
 

［次頁に続く］ 

ポジティブリスト 関連品目 
（動物用医薬品標準品） 

C17H26O4=294.39

C21H22O9=418.40

C9H10O3=166.18

HO

OHO

OCH3

OH OH

Glc H

O

CH2OH

COCH3

OH

OCH3

O

CH3

HO
CH3

CH3

F H

OH
O

OH

H

H

H

C22H29FO5=392.46

C23H29CIO4=404.93

O

Cl

H

CH3 H

CH3

H

CH3O

O

O

CH3

C17H19ClN2S・HCl=355.33

S

N Cl

N

CH3

CH3

HCl
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CAS No.：56-75-7 
含量（HPLC）：98.0%以上 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAS No.：128-37-0 
含量（HPLC）：98.0%以上 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAS No.：50-02-2 
含量（HPLC）：98.0%以上 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAS No.：364-62-5 
含量（HPLC）：98.0%以上 
 

 

 

 

 

 

CAS No.：443-48-1 
含量（HPLC）：98.0%以上 
 

 

 

 

 

 

 

 

CAS No.：70458-96-7 
含量（HPLC）：98.0%以上 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

CAS No.：50-24-8 
含量（HPLC）：98.0%以上 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CAS No.：121-19-7 
含量（HPLC）：98.0%以上 
 

 

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

200mg 7,000162-21911 Prednisolone Standard

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

200mg 5,500149-08241 Norfloxacin Standard

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

200mg 8,000139-14931 Metronidazole Standard

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

200mg 8,000132-14921 Metoclopramide Standard

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

200mg 8,000045-29491 Dexamethasone Standard

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

200mg 4,500047-29451 Dibutylhydroxytoluene Standard

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

200mg 6,000037-19641 Chloramphenicol Standard

メトクロプラミド標準品 

メトロニダゾール標準品 

ノルフロキサシン標準品 

プレドニゾロン標準品 

ロキサルソン標準品 

クロラムフェニコール標準品 

ジブチルヒドロキシトルエン標準品 

デキサメタゾン標準品 

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

200mg 8,000181-01941 Roxarsone Standard

C22H29FO5=392.46

C11H12Cl2N2O5=323.13

H
N

Cl

H OH

H O

Cl

OH
O2N

C15H24O=220.35

CH3

C(CH3)3

OH

(H3C)3C

O

CH3

HO
CH3

H

HF

OH
O

OH
CH3

C14H22ClN3O2=299.80

C6H9N3O3=171.15

H2N

Cl

OCH3

CONHCH2CH2N
C2H5

C2H5

C6H6AsNO6=263.04

N

N CH3

CH2CH2OH

O2N

C16H18FN3O3=319.33

HN
N N

CH3

CO2H

O

F

CH3

HO

HCH3

O
H H

OH

C OH
O

H

O

OH
OH

As

HO

O2N

C21H28O5=360.44
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コードNo. 品　　名 規　格 

ダイオキシン類分析用 

容　量 希望納入価格（円） 

500mr 4,000041-29395 Dimethyl Sulfoxide

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　ご好評いただいているダイオキシン類分析用溶媒にこの

たび新たに、ジメチルスルホキシドを追加しました。 

　本品は、高分解能GC/MS法でジベンゾ-p-ジオキシン、

ジベンゾフラン及びコプラナーPCBを測定し、実用上問題

ないとされている低濃度を保証しております。標準液の調製、

ELISAキットでの使用、DMSO分配といったダイオキシン

類分析の各工程にご使用になれます。 

 

 

外　観：無色澄明の液体 

含量（毛管カラムGC）：99.0％以上 
密度（20℃）：1.100～1.106g/mr 
ダイオキシン類分析適合性：試験適合 

規　　格 

ダイオキシン類分析適合性 

改正水道法対応 
水質分析用試薬 

　水道法は、平成4年の改正以来10年が経過し、水道水

の水質を取り巻く環境も大きく変化した事、また世界保健

機構（WHO）での飲料水水質ガイドライン全面改訂などを

踏まえ、平成15年5月に水質基準が改定され、平成16年4

月より施行されました。 

　この改正に合わせ、｢水質基準項目｣をはじめとする各

項目の測定に使用いただける試薬を、新たに追加発売しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連商品 

ダイオキシン類分析用 
ジメチルスルホキシド 

ジベンゾ-p-ジオキシン 

ジベンゾフラン 

コプラナーPCB

4～7塩素化物 
8塩素化物 
4～7塩素化物 
8塩素化物 

5fg/μR 以下 
10fg/μR 以下 

5fg/μR 以下 
10fg/μR 以下 

5fg/μR 以下 

コードNo. 品　　名 規 格 容 量 希望納入価格（円） 

水質 
試験用 

水質 
試験用 

水質 
試験用 

2mr×10A 

1mr×5A 

2mr×5A

12,000

7,000

8,000

086-07261

035-19321

030-19631

Haloacetic Acid Mixture Standard Solution
（1mg/mR t-Butyl Methyl Ether Solution） 
組成：ブロモ酢酸、クロロ酢酸、ジクロロ酢酸、トリクロロ酢酸 

3 Chlorinated Acetic Acids Mixture Standard Solution 
（1mg/mR t-Butyl Methyl Ether Solution） 
組成：クロロ酢酸、ジクロロ酢酸、トリクロロ酢酸 

3 Chlorinated Acetic Acid Methyl Esters Mixture Standard 
Solution（1mg/mR t-Butyl Methyl Ether Solution） 
組成：クロロ酢酸メチル、ジクロロ酢酸メチル、トリクロロ酢酸メチル 

水質基準項目 
■クロロ酢酸、ジクロロ酢酸、トリクロロ酢酸試験用　 

　混合標準液 

水質管理目標設定項目 
■フタル酸ジ（2-エチルヘキシル）試験用　内部標準液 

■塩素酸/亜塩素酸試験用　標準液 

■ジクロロアセトニトリル試験用　標準液 

■メチルt-ブチルエーテル試験用　標準液 

コードNo. 品　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円） 

水質試験用 2mr×5A 5,300012-20341 Acrylamide Standard Solution
（1mg/mR Methanol Solution） 

要検討項目＊） 

■アクリルアミド試験用　標準液 

コードNo. 品　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円） 

－ 5g 8,000138-14901 1-Methyl-3-nitro-
1-nitrosoguanidine

コードNo. 品　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円） 

水質試験用 2mr×5A 8,500162-21891 Phenanthrene-d10 Standard Solution
（1mg/mR Hexane Solution） 

コードNo. 品　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円） 

水質試験用 2mr×5A 5,400046-29421 Dichloroacetonitrile Standard Solution
（1mg/mR t-Butyl Methyl Ether Solution） 

コードNo. 品　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円） 

水質試験用 2mr×5A 5,700023-15301 t-Butyl Methyl Ether Standard Solution
（1mg/mR Methanol Solution） 

コードNo. 品　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円） 

イオンクロマト 
グラフ用 

イオンクロマト 
グラフ用 

50mr 

50mr

4,000

4,000

037-19401

034-19411

Chlorate Ion Standard Solution
（ClO3

－:1,000mg/R in Water） 

Chlorite Ion Standard Solution
（ClO2

－:1,000mg/R in Water） 

　メチルエステル誘導体化に用いるジアゾメタン発生用試薬。 

コードNo. 品　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円） 

水質試験用 2mr×5A 4,700220-01561 Vinyl Acetate, Monomer Standard 
Solution（1mg/mR Acetone Solution） 

■酢酸ビニル試験用　標準液 

コードNo. 品　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円） 

水質試験用 2mr×5A 4,900043-29431 N,N-Dimethylaniline Standard Solution
（1mg/mR Methanol Solution） 

■N,N-ジメチルアニリン試験用　標準液 

コードNo. 品　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円） 

水質試験用 2mr×5A 4,500197-13791 Styrene, Monomer Standard Solution
（1mg/mR Methanol Solution） 

■スチレン試験用　標準液 

コードNo. 品　　名 規　格 容　量 希望納入価格（円） 

水質試験用 2mr×5A 8,000165-21881 Pyrene-d10 Standard Solution
（0.2mg/mR Dichloromethane Solution） 

■ノニルフェノール、ビスフェノールA試験用　内部標準液 

＊） 測定方法参考文献 上水試験法2001（日本水道協会）.
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　カルボン酸などのブチルエステル化剤です。ガスクロマト

グラフ分析の前処理用試薬としてご使用いただけます。 

 

 

外　観：無色澄明の液体 

水　分：0.2%以下 

ＧＣ分析適合性：適合 

濃　度：9.0～10.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　RT-CESTMシステムは、電子デバイスと細胞培養を組合

せた画期的な細胞計測システムです。マイクロプレート底

面の微細金電極センサーにより培養細胞（接着細胞）の細

胞数・細胞形態変化などをリアルタイムに自動測定します。

また、非標識のため生体に近い状態で細胞を測定できます。 

　本システムは、100種類以上の株化細胞と初代培養細

胞での実績があり、今後、さらにアプリケーションを追加し

ていく予定です。 

 

●細胞増殖・細胞毒性の測定 

●細胞接着・細胞伸展の測定 

●細胞でのレセプターリガンド相互作用の測定 

GPCR、受容体型チロシンキナーゼ、IgEレセプター、

EGFレセプター など 

●内皮細胞バリアー機能の測定 

●NK細胞の細胞傷害活性の測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　ウェル底面の金電極に細胞が接着したことによる電気抵

抗値の変化を測定します。それにより細胞の状態の変化を

捉えることができます。 

関連商品 

規　　格 

ガスクロマトグラフ用 
10%塩化水素1-ブタノール溶液 

非標識で細胞数・細胞形態変化 
をリアルタイム 自動測定 
RT-CESTM：リアルタイム細胞計測システム 

測定原理と模式図 

応 用 例 

コードNo. 品　　名 規　格 

ガスクロマト 
グラフ用 

容　量 希望納入価格（円） 

1mr×10A 8,000080-08261
10% Hydrogen Chloride 
1-Butanol Solution

コードNo. 品　　名 規　格 

ガスクロマト 
グラフ用 

ガスクロマト 
グラフ用 

ガスクロマト 
グラフ用 

ガスクロマト 
グラフ用 

ガスクロマト 
グラフ用 

ガスクロマト 
グラフ用 

容　量 希望納入価格（円） 

1mr×10A 

25g 

400g 

5mr 

5mr 

5mr 

1mr×10 

5mr 

1mr×10

6,000

2,200
8,800

4,200

24,000

12,000
27,000

5,000
13,000

089-03971

029-06172
021-06171

044-17371

049-18161

047-17361
043-17363
040-17351
046-17353

5% Hydrogen Chloride 
Methanol Solution

Boron Trifluoride Methanol 
Complex Methanol Solution

N,N-Dimethylformamide 
Di-n-butyl Acetal

N,N-Dimethylformamide 
Di-t-butyl Acetal

N,N-Dimethylformamide 
Diethyl Acetal

N,N-Dimethylformamide 
Dimethyl Acetal

Z

Z = Zmedium

電極のみ 

Z

Z = Zcell

細胞接着電極 

細胞接着 

ウェル底面の 
拡大図 
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レビスRインスリンーラット（Sタイプ）の交差性 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レビスRインスリンキット（T，Sタイプ）による同一検体の比較 
 

 

 
 
 
 

レビスRインスリン－ラット－T（プロインスリン・インスリンと

反応）の値からレビスRインスリン－ラット（Sタイプ）（インス

リン特異的）の値を引くことで血中のプロインスリン濃度が

推測できる 

検体：ラットノーマル、疾患ラットを含む、6～16週令、♀、血

漿採血（ヘパリン採血） 

 

 

 

レビスRインスリンSタイプシリーズ 

共存するプロインスリンの交差性を抑え、 
インスリンのみを特異的に測定 

 

　本キットはモノクローナル抗体を使用したサンドイッチELISA

法により共存するプロインスリンの影響をほとんど受けずにイン

スリンのみを特異的かつ高感度に測定するキットです。 

 

 

 

●共存するプロインスリンの交差性を抑え、インスリンを特異的

に測定　　 

交差率：5%未満 

●短時間で測定可能　　 

反応時間：2時間50分 

●微量な試料で測定可能　　 

標準操作法は10μr 

●すべての試薬が溶液タイプで即座に使用可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●抗体固相化プレート 96ウェル×1 

●標準インスリン溶液（ラット）（200ng/mr） 50μr×1 

●緩衝液 60mr×1 

●ビオチン結合抗インスリン抗体 200μr×1 

●ペルオキシダーゼ･アビジン結合物 200μr×1 

●発色液（TMB） 12mr×1 

●反応停止液（1M H2SO4） 12mr×1 

●濃縮洗浄液（10×） 100mr×1

特　　長 

データ 

コードNo. 品　　名 メーカーコード 

AKRIN-010S
AKRIN-011S

容　量 希望納入価格（円） 
96回用 

96回用 

62,000
62,000

637-07191
636-07281

LbisR Insulin-Rat（S type） 
LbisR Insulin-Mouse（S type） 

コードNo. 品　　名 メーカーコード 
AKRIN-010T
AKRIN-011T
AKRCP-031
AKRCP-030
AKRRS-011

容　量 希望納入価格（円） 
96回用 

96回用 

96回用 

96回用 

96回用 

45,000
48,000
65,000
75,000
62,000

637-01471
634-01481
631-07231
639-07271
632-07141

LbisR Insulin-Rat-T
LbisR Insulin-Mouse-T 
LbisR C-Peptide-Mouse（U type） 
LbisR C-Peptide-Rat（U type）
LbisR Resistin Mouse

関連商品 

反応性（％） 対象物質 
100 
< 5 

検出感度以下 
102 

検出感度以下 
120 
交差あり 
交差あり 
185 
180

Rat Insulin
Rat Proinsulin
Rat C-peptide
Mouse Insulin
Mouse C-peptide
Porcine Insulin
Dog Insulin
Bovine Insulin
Human Insulin
Rabbit Insulin

レビスR インスリン－ラット 
（Sタイプ） 

レビスR インスリン－ラット 
－T

インスリン濃度差 
（ng/mR） 

インスリン濃度（ng/mR） 

0.58
4.6

24.9

0.76
5.6

26.5

0.18（23.7%） 
1.0（17.9%） 
1.6（ 6.0%） 

キット構成 

交差反応 

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0

0 10 20 30 40
レビスRインスリン（Sタイプ）によるインスリン濃度 

（ng/mR） レ
ビ
ス

R
イ
ン
ス
リ
ン（
T
）－
レ
ビ
ス

R
イ
ン
ス
リ
ン
 

（
Sタ
イ
プ
）の
差
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推奨アプライ量 

　本品は、未着色のタンパク質サイズマーカーです。タン

パク質バンドは還元アルキル化されていますので、その染

色像は鮮明で、各バンドが均一に染色されます。高分子量、

中分子量、低分子量、ワイドレンジの4種類がありますので、

目的に応じてご使用下さい。 

 

 5μr/Lane 

 

 凍結乾燥品 

 

 2～10℃保存 

 

 

 

 

 

 

 

　本品は、着色済みのタンパク質サイズマーカーです。含

まれる8つのリコンビナントタンパク質には、青色とピンク色の

発色団が共有結合しており、50kのバンドはピンク色、その

他のバンドは青色を呈します。また、溶解後はボイルなしで

そのまま使用できる簡単設計です。 

 

 1－5μr/Lane 

 

 凍結品 

 

 －20℃保存 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　本品は、ウエスタン用のタンパク質サイズマーカーです。

免疫グロブリンと結合能を持つリコンビナントタンパク質（プ

ロテインG）により、ウエスタンブロットの一次抗体、二次抗

体の両方に反応します。さらに、リコンビナントタンパク質は

高純度に精製されていますので、シャープではっきりしたバ

ンドが得られます。また、分子量は正確で再現性のある結

果が得られます。 

 

 1－5μr/Lane 

 

 凍結品 

 

 －20℃保存 

 

 

 

 

 

9,800円で約200回分です！ 
分子量マーカー 
（高分子量、中分子量、低分子量、 
  ワイドレンジ） 

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

1mr用 

1mr用 

1mr用 

1mr用 

9,800

9,800

9,800

9,800

134-14501

131-14511

294-63101

296-63301

Molecular Weight Marker, 
High Range
Molecular Weight Marker, 
Middle Range
Molecular Weight Marker, 
Low Range
Molecular Weight Marker, 
Wide Range

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

500μr 18,000230-02221 WIDE-VIEWTM Prestained 
Protein Size Marker

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

250μr 20,000233-02211 WIDE-VIEWTM Western Size Marker

タンパク質サイズマーカー 

形　　状 

保存条件 

推奨アプライ量 

形　　状 

保存条件 

推奨アプライ量 

形　　状 

保存条件 

ワイドビューTM プレステイン 
タンパク質サイズマーカー 

識別しやすいデュアルカラー 

ワイドビューTM ウエスタン 
サイズマーカー 

ウエスタンブロット用 

高分子量 

分子量（k） 

200

116

79

42

30

17

中分子量 

分子量（k） 

79

42

30

20

14

低分子量 

分子量（k） 

42

30

20

14

6.5

3.5

ワイドレンジ 

分子量（k） 

180

116
97
79

42

30

20

14
6.5

分子量（k） 

140

100

70

50(pink)

40

30

20

15

分子量（k） 

150

120

100

80

60

50
42
35

25

16
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　このたび当社のサイトカインの品揃えに新規品目を追加しました。 

■CTGF，ヒト，組換え体 
起　源：Human CTGF cDNA expressed in E. coli 

活　性：ED50=1.0～2.0μg/mR（HUVEC細胞株の用量依存的増

殖テストによる） 

■CTGFL，ヒト，組換え体 
起　源：Human CTGFL cDNA expressed in E. coli 

活　性：ED50=10～20ng/mR（IGF-Ⅱ阻害テストによる） 

■GDF-3，ヒト，組換え体 
起　源：Human GDF-3 cDNA expressed in E. coli 

活　性：未試験 

■HB-EGF，ヒト，組換え体 
起　源：Human HB-EGF cDNA expressed in E. coli 

活　性：ED50≦1.0ng/mR（balb/c 3T3細胞株の用量依存的増殖

テストによる） 

■Wnt-1，ヒト，組換え体 
起　源：Human Wnt-1 cDNA expressed in E. coli 

活　性：ED50=1.5～2.5ng/mR（マウスATDC5細胞でBMP-2が

誘導するアルカリホスファターゼ産生増大能による） 

■Flt3リガンド，マウス，組換え体 
起　源：Mouse Flt3 ligand cDNA expressed in E. coli 

活　性：CD11c+ 脾臓樹状細胞生成能による 
 
 

エンドトキシン：0.1ng/μg（1EU/μg）以下 

形　　　　 状：凍結乾燥品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　本品はMolonyマウス白血病ウイルス（MMLV）由来の逆転

写酵素遺伝子に点突然変異を加え、RNase H活性を除去し

ています。野生型MMLV-RTよりも長いcDNAを合成すること

ができます。 
 
 

●安価に長鎖のcDNAが合成可能（9,000nt） 

●55℃で安定に合成可能 

●RNase H活性の除去 

コードNo. 品　　名 規　格 

細胞生物学用 

細胞生物学用 

細胞生物学用 

細胞生物学用 

細胞生物学用 

細胞生物学用 

容量 希望納入価格（円） 

20μg 

20μg 

20μg 

50μg 

10μg 

10μg

036-19471
033-19481
072-05121
084-08281
231-02251
063-04631

CTGF, Human, recombinant
CTGFL, Human, recombinant
GDF-3, Human, recombinant
HB-EGF, Human, recombinant
Wnt-1, Human, recombinant
Flt3 Ligand, Mouse, recombinant

39,000
39,000
39,000
39,000
39,000
39,000

6品目追加！ 
サイトカイン 

逆転写酵素 
リバースクリプトR Ⅳ 

特　　長 

構　　成 

活　　性 

関連商品 

コードNo. 品　　名 容量 希望納入価格（円） 

10,000units 30,000298-63001 ReverScriptR Ⅳ 

規　格 

遺伝子研究用 

コードNo. 品　　名 容量 規　格 希望納入価格（円） 

0.2mr分子生物学用 9,000043-29291 dNTP Mix

共通規格 

 

 

■高温による影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■長鎖cDNAの合成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ReverScriptRⅣ 10,000units 

 Reaction Buffer 1mr 
 

 200units/μr 

 

 

RT-PCRの実験例 

本品はReverScriptRⅡ（187-01781）の代替品となります。 

＜逆転写反応＞ 

鋳　　型：ヒト肺がん細胞株A549
由来のtotal RNA 5μg 

プライマー：Oligo dTプライマー 
反 応 系：20μR 

 

反応温度：42℃,50℃,55℃ 
反応時間：50分間 

＜PCR＞ 

鋳　　型：逆転写反応液 1μR 

プライマー：GAPDH  cDNA  
858bp 断片増幅用 

酵　　素：長鎖Taq DNA 
Polymerase 

 

反応サイクル：20サイクル 

2,000
1,500

(bp)

500

Marker 42℃ 50℃ 55℃ 

←858bp

42℃～55℃の範囲で合成できます。 

10
7

3

(kbp)

2

1

Marker

←7,815bp

Oligo-dT primerで逆転写した産物からでも、約8ｋbpのcDNAが検出 
できた。 

＜逆転写反応＞ 

鋳　　型：ヒト肺がん細胞株A549
由来のtotal RNA 5μg 

プライマー：Oligo dTプライマー 
反 応 系：20μR 

 

反応温度：42℃ 
反応時間：50分間 

＜PCR＞ 

鋳　　型：逆転写反応液 1μR 

プライマー：IGFⅡR  cDNA  
7,815bp 断片増幅用 

酵　　素：長鎖Taq DNA 
Polymerase 

 

反応サイクル：30サイクル 
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　ロイコトリエンは動物組織中でアラキドン酸などから生合

成される一群の生理活性物質です。生体内でさまざまな反

応に関与しており、アレルギーや喘息などの治療薬ターゲッ

ト分子としても大変注目されております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コードNo. 品　　名 CAS No.メーカー 
コード 容量 

希望納入 
価格（円） 

25μg 

50μg 

100μg 

500μg 

25μg 

50μg 

100μg 

500μg 

25μg 

50μg 

100μg 

500μg 

25μg 

50μg 

100μg 

250μg 

25μg 

50μg 

100μg 

1mg 

25μg 

50μg 

100μg 

500μg 

25μg 

50μg 

100μg 

250μg 

25μg 

50μg 

100μg 

250μg 

25μg 

50μg 

100μg 

250μg

ー 
ー 

558-70641
ー 
ー 
ー 

556-68231
ー 
ー 

555-70651
ー 
ー 

556-70681
ー 
ー 
ー 
ー 
ー 

553-68241
ー 
ー 

552-70661
ー 
ー 
ー 

559-70671
ー 
ー 
ー 

552-70781
ー 
ー 
ー 

559-70791
ー 
ー 

20009

20010

20109

20134

20110

20112

20115

35250

35265

83851-38-1

73466-12-3

88099-35-8

－

71160-24-2

－

83024-92-4

71652-82-9

71548-19-1

Leukotriene A3 
methyl ester
（Hexane Solution） 
トリエチルアミン1%含有

Leukotriene A4 
methyl ester
（Hexane Solution） 
トリエチルアミン1%含有

Leukotriene B3
（Ethanol Solution）

12-epi Leukotriene B3
（Ethanol Solution）

Leukotriene B4
（Ethanol Solution）

Leukotriene B4 
Ethanolamide
（Ethanol Solution）

Leukotriene B4 
dimethyl amide
（Methanol Solution）

6-trans Leukotriene B4
（Ethanol Solution）

6-trans-12-epi 
Leukotriene B4
（Ethanol Solution）

11,900
22,600
42,000

166,600
11,900
22,600
42,000

166,600
18,700
35,100
67,300

261,800
45,000
80,400

140,800
316,200
16,200
28,900
48,200

255,000
16,200
28,800
51,900

212,500
21,300
37,700
70,600

158,100
13,600
25,500
46,800

104,600
13,600
25,500
46,800

104,600

コードNo. 品　　名 CAS No.メーカー 
コード 容量 

希望納入 
価格（円） 

25μg 

50μg 

100μg 

500μg 

25μg 

50μg 

100μg 

250μg 

25μg

50μg 

100μg 

500μg 

25μg 

50μg 

100μg 

500μg 

25μg 

50μg 

100μg 

500μg 

25μg 

50μg 

100μg 

250μg 

25μg 

50μg 

100μg 

1mg 

25μg 

50μg 

100μg 

250μg 

25μg 

50μg 

100μg 

1mg 

25μg 

50μg 

100μg 

250μg 

25μg 

50μg 

100μg 

250μg 

25μg 

50μg 

100μg 

250μg 

25μg 

50μg 

100μg 

250μg

ー 
553-70691
ー 
ー 
ー 

556-70701
ー 
ー 
ー 

553-70711
ー 
ー 
ー 

550-70721
ー 
ー 
ー 
ー 

550-68251
ー 
ー 

557-70731
ー 
ー 
ー 
ー 

557-68261
ー 
ー 

554-70741
ー 
ー 
ー 
ー 

554-68271
ー 
ー 

558-70761
ー 
ー 
ー 

551-70751
ー 
ー 
ー 
ー 

551-68281
ー 
ー 

555-70771
ー 
ー 

20135

20180

20190

20195

20210

20230

20310

20330

20410

20430

20420

20520

20610

83709-73-3

80434-82-8

79516-82-8

115178-97-7

72025-60-6

74841-69-3

73836-78-9

79768-40-4

75715-89-8

75715-88-7

80115-95-3

83851-42-7

117675-20-4

12-epi Leukotriene B4
（Ethanol Solution）

20-carboxy 
Leukotriene B4
（Ethanol Solution） 

20-hydroxy 
Leukotriene B4
（Ethanol Solution）

20-trifluoro 
Leukotriene B4
（Ethanol Solution）

Leukotriene C4
（95% Ethanol Solution） 
5%水含有

11-trans Leukotriene C4
（Ethanol Solution）

Leukotriene D4
（95% Ethanol Solution） 
5%水含有

11-trans Leukotriene D4
（Ethanol Solution）

Leukotriene E4
（Ethanol Solution）

11-trans Leukotriene E4
（Ethanol Solution）

N-acetyl Leukotriene E4
（Ethanol Solution）

Leukotriene F4
（Methanol Solution）

Leukotriene G4
（Methanol / Water 
  Solution） 

21,300
37,700
70,600

282,200
21,300
39,800
76,500

158,100
21,300
39,800
76,500

297,500
21,300
37,700
70,600

282,200
14,800
28,100
51,900

207,100
21,300
37,700
70,600

158,100
14,800
28,100
51,900

414,100
21,300
37,700
70,600

158,100
9,200

17,500
32,700

257,000
21,300
37,700
70,600

158,100
13,600
25,500
44,200
99,500
16,300
27,500
44,000

100,300
25,500
45,000
81,600

183,600

強力な炎症起因物質 
ロイコトリエン 

詳しい情報は次の場所で入手できます。http://www.caymanchem.com/

Leukotriene A4 methyl ester

O CO2CH3

C21H32O3=332.48
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ヤコブス・ヘンリクス・ファント・ホフ（1852.8.30～1911.3.1）

化学大家　401

科学史家　島尾　永康 

遍歴時代 

立体化学の創始 

 

 

 

　ヤコブス・ヘンリクス・ファント・ホフはロッ

テルダムの生まれ、生粋のオランダ人

である。ということは16世紀末の建国

以来代々のオランダ人である。父は開

業医、母はワインを扱う大商人の娘で

ある。小学校のころから、数学が得

意で、歌とピアノ演奏が上手で、田

舎歩きを好み、自然の美しさを文章に

した。15歳で新設の実科学校（ドイツ

のレアル・シューレに相当するもので、

古典語はやらない）に入り、ここで化学

に興味をもった。 

　2年後17歳で卒業したとき、化学志

望を両親に告げたが両親は賛成しなかっ

た。それでもデルフトの工科学校に入っ

た。休暇中に砂糖工場で働いたが、

工業には興味がもてず、次第に純粋

科学に傾いた。3年の課程を2年で卒

業し、ライデン大学に入った（1871）。

デルフトでは学べなかった高等数学が

目的だった。バーンズ、ハイネ、バイ

ロンの詩を読み、バイロン風の英詩を作っ

たりもした。一方、コントの『実証哲学』

やヒューウェルの『帰納科学史』や科

学者の伝記を愛読した。 

　このころ化学専攻を決めたが、ライ

デン大学の化学研究の設備は十分で

なかったので、ボン大学に移り（図2）、

有名なケクレに師事した（1872年秋）。

しかしケクレを好きになれなかった。ボ

ンには約10ヶ月いた。ケクレの有機構

造論がファント・ホフに刺激を与えたの

はたしかである。産業界に入らず、

研究を続けるようにと助言したのもケク

レだった。ファント・ホフはパリ大学医

学部の化学教授ヴュルツの許でも研

究した（1874年初め）。このとき助手だっ

たル・ベルに出会っている。帰国後ユ

トレヒト大学で博士論文にとりかかった。

このころ立体化学を提唱するパンフレッ

トを発表したが、化学界の注目を引か

なかった。同年12月、シアン酢酸に

関するごく平凡な論文を提出して博士

学位を得た。立体化学を提唱する革

命的な論文では学位審査に合格しに

くいので、無難な論文を提出したので

ある。当時のヨーロッパの大学生は大

学から大学へ自由に移動できたらしく、

ファント・ホフは19歳から22歳まで3ヶ国

の4大学を遍歴し、異なる学風に接した。 

 

 

 

 

 

　ヴィスリチェヌスは乳酸の異性体の

研究で、構造式が同じで光学的性質 

図３. 立体化学を提唱した最初の論文のタイトル・ペ
ージ。著者名はこのページにはなく、論文の末
尾にある。 

図２. ファント・ホフ。ボン大学在学中。21歳。 

図１. ファント・ホフ。50歳ころ。 
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が違うとすれば、その相違は原子の

立体配置以外にはないとした（1873）。

この論文に触発され、その期待に応

えたのが、ファント・ホフの「現在の化

学構造式を空間へ拡大する提案。な

らびに有機化合物の光学活性と化学

構造との関連についての考察」と題す

るオランダ語のパンフレット（11頁と図

版1頁）である（図3）。22歳の誕生日

の数日後、1874年9月5日の出版である。 

　炭素の原子価は4というケクレの提

唱（1857）を踏まえて、炭素の原子価

は正四面体の中心から角頂に向かっ

ているとする。その角頂にそれぞれ異

なる原子または原子団が結合している

とき、これを不斉炭素原子といい、互

いに実物と鏡像の関係にある2つの四

面体の配列を生じる。溶液が光学活

性を示す炭素化合物には少なくとも1

つの不斉炭素原子がある。しかしそ

の逆は真ではなく、不斉炭素原子なく

して光学活性を示す化合物の存在をファ

ント・ホフは予告した。炭素原子が二

重結合しているとき、幾何学異性（シス・

トランス異性）を生じることも説明した。

三重結合も論じた。炭素の原子価を

正四面体で考えた化学者はケクレや

その他何人もいたので、かれが最初

ではない。しかしこれを使って、光学

異性と幾何学異性を説明したのはファ

ント・ホフだけである。 

　ファント・ホフはこの論文を拡大して、

フランス語版、『空間における化学』と

いうパンフレット（44頁）を出版した（1875）。

これに手作りの紙製の四面体模型（図

４）を添えて、バイヤー、ブトレーロフ、

ホフマン、ケクレ、フランクランド、ヴィ

スリチェヌス、ヴュルツ、ベルトゥロら

多くの有名化学者に送った。ヴィスリチェ

ヌスとバイヤーは熱心に賛同してくれ

たが、ベルトゥロからは批判され、コ

ルベからは痛罵された。コルベはファ

ント・ホフの考えを、かつて全ドイツを

風靡した、思弁的な自然哲学の類と

見たのである。結局、フランス語版も

あまり読まれず、ヴィスリチェヌスの序

文をつけた、ドイツ語版、『空間にお

ける化学』（1877）が出て始めて広く

読まれるようになり、増訂版（1894、

1908）も出版された。「空間における

化学」を「立体化学」という近代的名

称に変えたのはアウヴァースとヴィクトル・

マイヤーである（1888）。 

　ファント・ホフの最初の論文に2ヶ月

遅れて、ル・ベルも「有機物質の分子

式とその溶液の回転能との関係につ

いて」という論文を『パリ化学会誌』に

発表した（1874年11月）。酒石酸分

子の不斉構造と光学活性についての

パスツールの研究（1860）を踏まえたも

のである。ファント・ホフと結論は同じ

であるが、ル・ベルの論文は図形を全

く使わず、抽象的である。ファント・ホ

フの論文の方が想像力豊かで幅も広い。

両者はパリのヴュルツの研究室で出会っ

ているが、ファント・ホフによれば、そ

のような問題を話し合ったことはないと

いう。それぞれ独立に研究して、ほぼ

同時に発表したが、両者の間に先取

権論争はない。ル・ベルはアカデミック

な地位につかず、石油関係の家業を

経営した。 

 

 

 

 

 

 

　ファント・ホフは博士学位を取っても、

1年以上も就職できなかった。やっとあ

まり満足的でないユトレヒトの国立獣医

学校の講師となり、化学と物理を教え

た（1876）。翌年9月、アムステルダム

市立大学の講師になった。その2ヵ月後、

大学は国立大学に昇格した。1878年6

月、26歳で正教授となった。半年後、

ロッテルダムの富裕な商人の娘、ヨハン・

フランシーナ・メースと結婚した。アム

ステルダム大学には18年間在職した。

有機化学、無機化学、結晶学、鉱

物学、地質学、古生物学など、さま

ざまな講義をした上に、2人の助手とと

もに100人の医学生、10人の科学の

学生の実習を指導した。管理的業務

や雑務も少なくなかった。しかもこの間、

反応速度論と化学平衡論を研究して、

名著、『化学動力学の研究』を出し、

さらに希薄溶液理論を確立するという

大きな成果を挙げた。1887年には、

ライプチヒ大学から物理化学教授への 

創造性の最盛期：アムステルダム 
時代 

図４.  ファント・ホフ手作りの紙製の四面体模型（1875）。 
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招聘があったが辞退した。就任した

のはオストヴァルトである。ファント・ホフ

の設計にかかる新しい化学教室が

1891年に開設されると、古い研究室

では受け入れられなかった留学生も受

け入れ、気のすすまない管理的業務

でますます忙殺されるようになった。

そこで、「教育が義務であり、ときに

研究もするという人のほかに、研究が

義務であり、ときには教育もするという

人もあってよいのではないか」と考える

ようになった。1895年、ドイツから正

にそのような地位を提供するという申し

出でがあった。アムステルダム大学の

同僚たちはかれを慰留するため、オラ

ンダにも同様な地位を作るよう政府に

交渉したが実現しなかった。 

 

 

 

 

 

　「物理化学」という名称は18世紀に

早くも現れている。たとえばWallerius, 

Chemia Physica, 3 pts.,（1759～83）

がそれである。しかし物理化学が科

学の一分野として成立したのは1880

年代である。最も重要な出来事はファ

ント・ホフの『化学動力学の研究』（214

頁）（1884）の出版である。その前に

かれがアムステルダム大学教授になっ

て最初に発表した著作は、『有機化

学についての見解』（1878～81）である。

かれが研究を雑誌への投稿論文でなく、

パンフレットや書物で発表しているのは、

古い時代の、17世紀の科学者のよう

で面白い。化学といえば有機化学だっ

た時代に、立体化学とか反応速度を

テーマにしようとすれば、そうせざるを

得なかったのかもしれない。この書物

は題名は有機化学だが、実は化学に

おける構造の問題を扱っている。今日、

共有結合と呼ばれているものを、解

釈しようとしたのである。しかし原子

構造が知られていなかった当時、想

像力によるアプローチしかなかった。

この本は当時の有機化学者には全く

認められなかった。 

　『化学動力学の研究』はこれとは全

く異なり、反応速度論、化学平衡論、

親和力論を体系的に扱った最初の書

物である。化学過程の研究に熱力学

がいかに重要であるかを化学者に思

い知らせた画期的な書物でもある。こ

の本が導入した多くの新しい重要なア

イデアの一つは、化学反応式の ＝ に

替わって 　 を用いたことである（これ

をさらに1902年にマーシャルが修正し

て提案した 　 が現在使われている）。

この記号は、化学平衡に達すると反

応は止まるのではなく、反応は相反す

る二方向に等しい速度で起こっている、

と反応速度論的に考えたことを示して

いる。 

　もう一つの重要な革新は、化学反

応を物質の数でなく、反応にかかわる

分子数で分類したことである。のちに

オストヴァルトが導入した「反応次数」

の概念をすでに認知していたわけで

あり、これによって反応のメカニズムを

考えることができた。1分子反応、2

分子反応、3分子反応のそれぞれの

事例を研究し、分子数の決め方をの

べた。反応の副作用や擾乱も調べ、

反応速度の実験法についても工夫を

凝らした。 

　反応速度への温度の影響の関係

式は有名であり、化学平衡への温度

の影響の式はファント・ホフの等容曲

線と呼ばれる。そこから温度上昇は

吸熱反応をひきおこし、温度降下は

発熱反応をひきおこすという「動的平

衡の原理」も導き出した。グルドベル

クとヴァーゲの質量作用則は知られて

いなかったので、それとは独立に質量

作用の法則を導出し、反応速度にお

ける濃度の重要性を示した。 

　この本はファント・ホフの研究スタイ

ルを典型的に示している。かれの実

験研究の産出量はわずかなものである。

わずかな、しかし周到に考え、見事

に実行された、決定的な実験から、

数多くの重要な基本的結論を出した。

アムステルダム大学教授に就任して6

年後の出版である。出版前の3年間

は何も発表せず、研究成果をこの本

にために貯えた。助手も学生も少数し

かおらず、しかも過重な教育の義務

を果たしながらである。アムステルダ

ム大学にいた18年間にファント・ホフが

研究を指導した学生は39人である。

毎年、学生は1人か2人だった。『化

学動力学の研究』が出た年には4人に

なった。大実験室をもち、多数の学

生を指導した有名な有機化学者とは

全く趣を異にした。この本は多くの数

式を誘導なしに使っているので、これ

を読んで、啓示と当惑の交錯した感

じをもったという化学者もいる。この

本についてアレニウスが書いたスウェー

デン語の書評をファント・ホフ夫人が辞

書を引きながら訳して聞かせたのが、

両者の文通の始まりとなった。 

　ファント・ホフの物理化学的研究のう

ちでも重要なのが希薄溶液理論である。

大学の同僚の植物生理学者ド・フリー

スから、プェッファーがフェロシアン化

銅の半透膜を作って砂糖溶液の浸透

圧を測定した研究を聞いたとき、即座

に浸透圧という植物学の問題が、希

薄溶液理論という化学の重要問題で

もあることに気づいた。半透膜によっ

て溶質の濃度変化の可逆過程をつくり、

熱力学の第二法則を適用できると悟っ

たのである。 

　浸透圧は、ボイルの法則、ゲーリュ

サックの法則、アヴォガドロの法則に

従うことが分かり、気体と希薄溶液の

溶質との完全なアナロジーに達した。

そこで浸透圧についても気体の状態

方程式のようにPV = kTと表すことが

できた。ファント・ホフは計算してみて、

ｋが気体定数Rと一致することを知っ

て驚いた。溶質の濃度を極限まで下

げた希薄溶液、「理想溶液」、を考

えることによって溶液理論を導き出し

たのである。ファント・ホフはラウールの、

氷点降下から分子量を出す経験的方 

物理化学の誕生 
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法も熱力学的に導いて、それを正当

化した。しかし砂糖溶液のように有機

溶液では上式に従うが、大部分の無

機溶液は従わない。そこで溶液の一

般式をPV = ikTと表した。無機溶

液ではｉは1より大となる。これはアレ

ニウスが提出していた電離理論（第3

回ノーベル化学賞受賞）によって説明

できた。2人の研究者によって別々に

研究された二つの理論は、ここに関

連付けられて互いを強化した。 

　1887年、オストヴァルトはファント・ホ

フ（図5）を名目上の共同編集者として

『物理化学雑誌』を創刊した。同年、

ライプチヒ大学の、ドイツで唯一の物

理化学教授（1881年新設、初代は物

理学者ヴィーデマン）に就任した。主

導者・組織者オストヴァルトの教授就

任と専門誌創刊のこの年が、物理化

学の誕生の年といえよう。 

　創刊号にはその先駆的研究者、ファ

ント・ホフとアレニウスの論文が掲載さ

れた。それまであまり読まれないオラン

ダとスウェーデンの学術雑誌で発表さ

れたファント・ホフの希薄溶液の研究は、

始めて世界に知られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　1890年ごろ、まだ40歳にもならない

のにファント・ホフの研究活動は終わった。

「固溶体について」（1890）が化学に

新しい概念を導入した最後の論文で

ある。それ以後、独創的な研究はない。

立体化学、熱力学、反応速度論、

溶液理論に革新的な貢献をした後、

新しいアイデアは出尽くした。権威あ

るベルリン大学の特権的な地位に迎

えられたのは、その後である（1896年）。

義務は週1度の講義だけだった。研

究は、シュタッスフルトの海塩沈堆坑を、

アムステルダム時代からのドイツ人門

下生マイヤーホーファを協力者としてギッ

ブスの相律の見地からおこなった。

1901年12月、反応速度論と溶液の浸

透圧の諸法則の発見に対して、設立

早々の第1回ノーベル化学賞を受賞し

た（図1）。1906年のマイヤーホーファ

の死は大きな痛手となり、かれ自身も

病気になった。肺結核だった。1911年、

死去。 

　静かな、気取らない人だった。教

授が寡黙だったので、研究室は静ま

りかえっていた、と門下生は語る。容

易にものに動じないので、いらいらし

たところを見たものはなく、まして怒っ

たことはない。謙遜な性格で、研究

の先取権論争に巻き込まれたこともない。 

　新しい化合物の発見に汲々として

いた有機化学者たちとは異なり、ファ

ント・ホフはオストヴァルトのいう「物質

なき化学」（Chemie ohne Stoffe）を

追求して、新しい分野を切り開いた。 

　アムステルダム大学の教授就任講

演（1878）「科学における想像力の役割」

では、かれ自身による200人余りの有

名科学者の伝記の統計的研究を踏ま

え、優れた科学者には芸術的才能を

併せもつものが多いこと、また精神を

病んだ人に近い行動をしたものが多

いことを指摘し、科学研究には想像

力が必要であると力説した。アイデア

を重視した人、考える人だった。独

創性を発揮したのは22～34歳までの

間だった。 
栄光の晩年：ベルリン時代 
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図５. オストヴァルト（右）とファント・ホフ。 
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　本品は、アルツハイマー病との相関

が指摘されているアミロイドβプロテイン

（1-40）及びアミロイドβプロテイン（1-42）

を高感度に測定するELISAキットです。

武田薬品工業㈱で開発された非常に

特異性の高いモノクローナル抗体を用

いることにより、組織抽出液、培養上

清、脳脊髄液だけでなく、従来では

測定が困難であった血漿中のAβ40

及びAβ42も高感度に測定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●組織抽出液、培養上清、脳脊髄液だ

けでなく、従来では測定が困難であっ

た血漿中のAβ40及びAβ42を高感

度に測定できる 

●武田薬品工業㈱で開発された非常に

特異性の高いモノクローナル抗体を

使用 

　　・BAN50：AβペプチドN末端特異的 

　　・BNT77：Aβ11-28特異的 

　　・BA27：Aβ40 C末端特異的 

　　・BC05：Aβ42 C末端特異的 
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特　　長 

アルツハイマー病の研究に･･･ 
βアミロイドELISAキット　　  （4種類） ワコー 

キット種類 
 

 
●ヒトβアミロイド（1-40）ELISAキット　　  （292-62301） 
ヒトAβ（1-40）を定量するキット 
 

 

 

 

 

 

 

●ヒトβアミロイド（1-42）ELISAキット　　  （298-62401） 
ヒトAβ（1-42）を定量するキット 
 

 

 

 

 

 

 

●ヒト/ラットβアミロイド（40）ELISAキット　 　 （294-62501） 
ヒト、ラットなどのAβ（1-40）及びN末端が切断や修飾を受けたAβ40を定量す
るキット 

 

 

 

 

 

 

 

●ヒト/ラットβアミロイド（42）ELISAキット　　  （290-62601） 
ヒト、ラットなどのAβ（1-42）及びN末端が切断や修飾を受けたAβ42を定量す
るキット 
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コードNo. 品　　　名 容　量 希望納入価格（円） 
96回用 
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免疫化学用 
免疫化学用 
免疫化学用 
免疫化学用 
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78,000
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298-62401
294-62501
290-62601

Human βAmyloid（1-40）ELISA Kit Wako

Human βAmyloid（1-42）ELISA Kit Wako

Human/Rat βAmyloid（40）ELISA Kit Wako

Human/Rat βAmyloid（42）ELISA Kit Wako
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〈Fab’フラグメント〉 
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BA27（HRP標識） 
〈Fab’フラグメント〉 

BNT77

Human/Rat Aβ40
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BC05（HRP標識） 
〈Fab’フラグメント〉 

Human/Rat Aβ42
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